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一

　

問
題
の

所

在
と

方

法
論

　
漢

訳

『

大
日

経
』

（
以

ド
、

『

大
日
経
』

）

の

註
釈
書
に

多
く
の

類
本
が

存

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
（
1）

在
す
る

こ

と

は
、

人
口

に

膾
炙
さ
れ

て
い

る
。

そ
の

様
な

中
で

、

　一

連

の

註
釈
書
の

内
容
を

考
察
す
る

に

先
立

ち
、

諸
本
の

成
立
を

検
討

す
る

こ

と

は
、

全
て

に

先
、

呈

つ

重

要
な
作
業
で

あ

る
と

言
え
る

。

『

大
日
経
』

の

註
釈
書
成
立

に

係
わ

る

問
題
は

、

既
に

多
く
の

先

学
に

よ
っ

て

成
さ

れ

て

い

る

も
の

の
、

歴

史
性
を

重
視
し

た

場
合

、

若

干
異
な

る

結
論
が

導
き

出

さ

れ

る

の

で

あ
る

。

そ
こ

で

小
稿
で

の

視
座
を

示

す
た

め
、

方

法
論
を

提
示
し

、

そ

れ

に

基
づ

き

具
体
的
な

考
察
に

移

り
た
い

。

　

方
法
論
と

し

て
、

第
一

に

編
年
と
い

う
も
の

を
重

視
し

て

い

く
。

し

た

が
っ

て
、

後
代
に

付
与
さ

れ

た

意
義
や

価
値

観
、

す
な

わ

ち
、

遡
及

的

視
点
か

ら

の

評

価
を

行

う
こ

と
は

避
け

た
い

。

第
二

に
、

中
国
で

記

さ

れ

た

書
誌
情
報
を
重

視
し

、

そ
こ

で

言
及
の

な
い

文
献
は

、

書
誌

不

明
の

も
の

と

し

て
、

成
、

星

年
代
の

推
定
は

見
送
る

。

以
上

の

二

つ

の

方

法
は

、

考
察
の

窓
口

を

閉
ざ
す
よ

う
に

理

解
さ

れ
る

が
、

『

大
日

経
』

の

註
釈
書
成
立
に

お

け
る

正

確
な
分
析
の

枠
組
み

を

提
供
す
る

も
の

と

な

る
。

ま

た

小

稿
で

は
、

続
天

台
宗
全
書

、

密
教
1

『

大
日

経
義
釈
』

（

以

下
、

「

続
天

全
」

）

に

基
づ

き
諸
本
の

成
立

過

程
を

勘
案
し

て

い

く
。

つ

ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
（
2）

り
、

現
存
す
る

文
献
の

み

を
用
い

て

の

考
察
と

な
る

。

二

　
書
誌

情
報
の

問
題

　

中
国
で

著
さ

れ

た

文

献
に

認
め

ら

れ

る

『

大

日

経
』

の

註
釈
書
に

関

す
る

言
及
は

、

「

大
日

経
義
釈
序
』

、

『

大
日
経
序
』

、

『

両

部
大
法
相
承

師

資
付
法
記
』

に

存
す
る

。

以
上

に

お

け
る

記
述

箇
所
を
示

す
と

次
の

通

り
と

な
る

。

『

義
釈
序』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨソ

次
レ

文
刪
補

、

目

為
二

義
釈
晶

勒
成
二

十
四
巻

」

『

大
日

経
序
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　　
きり

重
請
三一
二

蔵
和
上

敷
ゴ

暢
厥

義
」

随
録
撰
為
二

記
釈
十
四

巻
』

『

両
部
大
法
相
承
師
資
付
法
記』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら　

沙
門
一

行
既

伝
教
已

、

造
二

大
毘

盧
遮
那

義
訳
七

巻一
械

聽．
。
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右
記
の

諸
文
献
か

ら
、

書
名
に

こ

そ

違
い

は

あ
れ

、

全
て

が

七
巻
か

十
四

巻
で

『

大
日

経
』

の

註
釈

書
が
編

纂
さ
れ
て
い

た
こ

と

が

書
誌

的

に

確
認
さ
れ

、

七

巻
本
と

十
四

巻
本
と
を

中
心
に

検
討
し

、

成
立

順

序

を
推
定
す
る

こ

と

が

合
理
的
と

な
る

。

こ

れ

等
に

該
当
す
る

文
献
を
『

続

天
全
』

に

求
め

れ

ば
、

 
七

巻

本
『

大
日

経
釈
義
』

と

 
・

 
十
四

巻

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

6）

本
『

大
日

経
義
釈
』

（
以

下
、

『

釈
義
』

、

「

義
釈
』

）

と
が

当
て

嵌
ま
る

。

そ

こ

で
、

こ

の

二

本
を

中
心

に

問
題

を

検
討
し

、

複
数
の

文
献
が

存
在
す

る

理
由
と
、

成
立
の

過
程
と

を

勘
案
し
て

い

き
た
い

。

三

　
『

釈
義
』

と

『

義
釈
』

住
心
品
で
の

異
同

　

住
心

品
（
『

義
釈
』

巻
一

に

相
当
す
る

箇
所
）

を

扱
う
意
義
と

し

て
、

そ

の

経
典

、

及
び

註
釈
書
全
体
に

お

け
る

重

要
性
も
さ
る

こ

と

な
が

ら
、

文
章
全
体
の

体
裁
が

殊
に

整
理

さ
れ
て

い

る

こ

と

が

挙
げ
ら

れ
る

。

つ

ま

り
、

然
る

状
況

で

見
出
さ

れ
る

文
言
の

差
異
に

こ

そ
、

述

作
過

程
が

よ

り
積
極
的
に

見
出
さ

れ

る
の

で

あ
る

。

そ
こ

で

小
稿
で

は
、

三

つ

の

視
座
か

ら

考
察
を

行
い

、

そ
れ

ぞ

れ
に
二

、

三

の

例
を
取
り
上
げ
る

。

　

第
】

の

視
座
は

、

『

釈
義
』

の

文

言
が

『

義
釈
』

よ

り
明
瞭
な
場
合
で

あ
る

。

こ

の

よ

う
な
実
例
は

住
心

品
に

お
い

て
一

番
少
な
い

。

ま
ず
『

釈

義
』

が

「

梵
云

薩
婆
若
那、

即

是
一

切

智
智

。

」

と

記

す
の

に

対
し

て

『

義
釈
』

は
「

梵
云
薩

婆
若
那

、

劍

凋

那
即
是
一

切
智
智

。

」

と

す
る

文
章

　
　
（

7
）

が

あ

る
。

言
う
ま
で

も
な
く

、

『

義
釈
』

で

の

「

若
那
」

の

漢
訳
は

、

不

自
然
で

あ
る

と

言
わ

ざ
る

を

得
な
い

。

ま
た

、

他
の

箇
所
で

は

『

釈
義
』

漢
訳
『

大
日

経
』

の

註

釈
書
成
立
に

関
す
る
一
、

二

の

問
題
（

真
　
野
）

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
8）

が

「

亦

不
作
是

念
。

」

と

し

『

義
釈
』

が

「

不
亦

作
是

念
。

」

と

す
る

。

こ

の

場
合

、

『

義
釈
』

に
は

詠
歎
の

助
辞
が

付
さ
れ
る

べ

き
で

あ
り

、

文

脈
に

お
い

て

も
詠
歎
の

意
義
が

見
出
さ
れ
る

こ

と
は

な
い

。

さ

ら

に
、

『

義
釈
』

に

現
行
経
文
と

異
な
る

文
章
が

確
認
さ

れ

る
こ

と

も
あ
り

、

『

義

釈
』

が

「

奮
迅

示
現
無

量
荘
厳

蔵
。

」

と

す
る

の

に

対
し

、

『

釈

義
』

は

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
9）

「

奮
迅

示
現
無

尽
荘
厳
蔵

。

」

と
、

経
文
と
の
一

致
を
見
せ

る
。

　

第
二

の

視
座
は
、

『

釈
義
』

と

『

義
釈
』

と

で

文
言
が

相
違
す
る

も
の

の
、

良
否
の

判
定
が

困
難
な

場
合
で

あ
る

。

初
め

に
、

住
心
品
冒
頭
か

ら

の

文
章
で

『

釈
義
』

が

「

究

竟
諸
法
実
相
三

昧
、

円

明
無
際
而
無
所

増
。

」

と

し

『

義
釈
』

が

「

究
竟
諸

法
実

相
調

鬪
、

円

明
無

際
而

無
所

　

　
　
　
（

10
）

増
。

」

と

す
る

。

こ

れ

を

書
下
せ

ば
、

前
者
が

「

諸
法
実
相
三

昧
を
究
竟

せ

ば
、

円
明
無
際
に

し

て

増
す
所
な

し
。

」

と

な
り

、

後
者
は

「

諸
法
実

相
を
証
時
に

究
竟
せ

ば
、

…

…
。

」

と
な
る

。

こ

の

場
合

、

両

文
献
で

若

干
異
な
る

内
容
を
示
す
が

、

共
に

通
意
の

文
章
で

あ
る

。

続
い

て
、

『

釈

義
』

で

「

習
保
化
城
与
滅
度
想

。

」

と
し

『

義
釈
』

で

は

「

染
著
化
城
与

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

11）

滅
度
想

。

」

と
し
て

い

る

箇
所
が

あ
る

。

こ

こ

で

問
題
と

な

る
の

は

『

釈

義
』

の

「

著
保
」

と

い

う
動
詞
で

あ
り

、

こ

の

よ

う
な

表
現
は

極
め

て

稀
な
も
の

で

あ
る

が
、

そ

れ

を
以
っ

て

否
と

す
る

こ

と

は

憚
ら

れ
よ

う
。

最
後
に

『

釈
義
』

が

「

以
一

切
種
観
一

切
法

。

」

と

し
、

『

義
釈
』

が
「

以

　

　
　
1
　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　　
（

12
）

一

切
種
智
観
一

切

法
。

」

と

す
る

も
の

で

あ
る

。

こ

れ
等
の

文
言
は

恐
ら

く
は

、

『

大
智
度

講）
の

「

今
以

三

切

智
慧

貝

入一
二

切

蕈
観

t

切

法
」

是
名
二

一

切
種
コ

」

に

基
づ

く
説
示
と

推
測

さ

れ

る

が
、

両
文
献

一 219一
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漢
訳
『

大

日
経
』

の

註
釈
書
成
立
に

関
す
る
一
、

二

の

問
題
（

真
　
野
）

と

も
『

大
智
度
論
』

で

の

原
意
と

若
干
異
な

る
。

以

上

の

様
な

両

文
献

に

お
け
る

良
否

の

判
断
が

困
難
な
文
章
は
、

全

異
同
の

八

割
を

占
め

て

い

る
。

　

第
三

の

視
座

は
、

『

釈
義
』

に

未
整

理
、

『

義
釈
』

に

整

備
さ

れ

た

場

合
で

あ
る
。

こ

こ

で

先
ず
取
り
上

げ
る

の

が
、

三

句
法
門
に

関
連
し
た

以

下
の

記
述
で

あ
る

。

　
「

釈
義
』

　

欲
入
菩
薩
位
故

、

於
此

真
言
法
要
方
便
修
行
得
至

初
地

。

．
爾
時

以
無
所
住
進
心

　．
小

息
為

満
第
二

地
。

故
復
依
真
言
法
要

方
便
修
行
得
至

第
三

地
、

［
爾
時
以

無

　

所
住
進

心

不
息、

為
満
第
四

地
。

故

復
依
真

言
法
要
方
便
修
行
得
入
五

地
。

］

　

如
是
次
第
乃

至
満
足
十
地

。

　
『

義
釈』

　

欲
入
菩
薩

位
故、

於
此

真
言
法
要
方
便
修
行

得
至
初
地

。

爾
時
以

無
所
住
進
心

　

不
息
為
満
第
二

地
故、

復
依
真
言
法
要
方
便
修
行
得

入
三

摩
地
、

［

ナ
シ
］

如

　
　

　
　
　
　

　
　
　
れ　

　

是

次
第
乃
至

満
足

十
地

。

　

こ

こ

で

は
『

釈
義
』

の

文
章
に
は

重

複
が

あ

る
の

に
対
し

て
、

『

義
釈
』

で

は

そ
れ

が

省
略
さ

れ
、

体
裁
が

整
え
ら
れ

て
い

る
。

解
釈
の

必

要
性

を

孕
む
の

は
、

「

義
釈
』

で

の

「

得
入
三

摩
地
」

で

あ
る

が
、

こ

の

三

摩

地
を

大
悲
胎
蔵
発
生
三

摩
地
と

見
做
せ

ば
、

内

容
的
に

問
題

点
を

見
出

す
余
地
は

な
い

。

す
る

と

や
は

り、

『

義
釈
』

に

整
理
の

形
跡
を
認
め

る

の

が

妥
当
と

な
る

。

続
い

て
、

『

釈
義
』

で

は

「

梵
云

娜
衍

翔
亦

名
為
道

。

」

と
し

、

『

義
釈
』

で

は

「

梵
云

娜
衍
亦
名
為
道

。

」

と

す
る

文

　
　

　
（
15）

章
で

あ
る

。

注
目

す
べ

き
は
、

「

娜
衍
」

の

意

義
に

あ
り

、

「

娜
衍
」

は

本
来
「

乗
・

道
」

の

意
味
を
有
す
る

も
の

で

あ
る

が
、

『

釈
義
』

は
「

行
」

と

記
し
て
い

る
。

一

方
の

『

義
釈
』

で

は
、

そ
の

「

行
」

を
消
去
し

、

「

道
」

の

義
の

み

に

留
め

て

い

る
。

換
言

す
れ

ば
、

『

義
釈
』

は

整
合

性

の

な
い

字
釈
を
取
り
除
き

、

文
義
を

整
え
て

い

る

の

で

あ
る

。

　

以
上

を
総
合
的
に

考
察
す
れ

ば
次
の

通

り
と

な
る

。

第
一

に
、

『

釈
義
』

と

『

義
釈
』

の

両

文
献
に

お
い

て
、

未
整
理
の

文
章
が

確
認
さ
れ

、

『

大

日

経
』

の

註
釈
書
に

、

二

度
に

及
ぶ

撰
述
が

あ
っ

た

こ

と

を

示
唆
し
て

い

る
。

し

か

し
、

両
文
献
で

の

差
異
は

、

住
心
品
の

該

当
箇
所
に

お
い

て

僅
か

な
も
の

で

あ
る

た

め
、

述
作
に

当
た
っ

て

は
、

一

方
の

文
献
か

ら

継
続
し
て

、

他
方
の

文

献
が

成
立
し
た
と

見
立

て

る

の

が
合
理
的
と

な

る
。

こ

の

よ

う
な

見
解
は

、

長
部

和
雄
氏
に

よ
っ

て

提

示
さ

れ

た
、

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（
16
）

二

度
の

訳

経
が

あ
っ

た

と

い

う
推
測
と

類
似
す
る

も
の

で

あ
る

。

恐
ら

く
は

、

講
経
と

い

う
機
会
を

も
っ

て
、

註
釈
を

中
心

と

し

た

訳
経
が

行

わ

れ

た

と

す
る

可
能
性
も

、

近

年
の

研
究
成
果
か

ら

忖

度
さ

れ

る

と

こ

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（
17
）

ろ

で

あ
り
検
討
を

要
す
る

も
の

で

あ
る

。

第
二

に
、

『

釈
義
』

と

『

義
釈
』

と

の

間
で

の

文
言
の

異

同
は

、

右
で

考
察
し

た

範

囲
に

お
い

て
、

約

百

十

個
見
出

さ

れ
、

ま
た

こ

れ

等
は

『

釈

義
』

と

『

大

日

経
疏
』

（
以

下
、

『

疏
』

）

と
に

共
通
す
る

も
の

で

あ
る

。

し

た
が
っ

て
、

住
心

品
の

該

当
箇

所
に

あ
っ

て

も
、

『

釈

義
』

と

「

疏
』

と

は

同

系
統
に

位
置
づ

け
ら

れ

る

文
献
で

あ
る

と
、

評
価
で

き
よ

う
。

し

か
し

、

『

釈

義
』

と

『

疏
』

と

の

前

後
関

係
を

明
ら

か

に

す
る

こ

と

は
、

こ

こ

で

は

不

可

能
で

あ

り
、

二

度
の

述

作
の

機
会
が

あ
っ

た

こ

と

の

み

を
指
摘
す
る

に

留
め

る
。
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そ
こ

で
、

残
さ
れ

た

問
題
を
解
決
す
べ

く
、

『

釈
義
』

問
成
就
品

、

悉
地
出
現

品
を
中
心
に

検
討
し

た
い

。

四

と

『

義
釈
』

の

世

『

釈
義
』

・

『

疏
』

・

『

義
釈
』

世
間
成
就
品

、

（

途
中

迄
）

で
の

異
同

悉

地
出
現
品

　

世
間
成
就
品
と

悉
地
出

現
品
の

途
中
ま
で

を

中
心
に

勘
案
す
る

理
由

は
、

従
来

、

『

義
釈
』

系
統
と

『

釈
義
』

を

含
む

『

疏
』

系
統
と

の

大
幅

な
差

異
が

指
摘
さ
れ

て

い

る

箇
所
で

あ
る
こ

と
に

依
る

。

そ
こ

で

当
節

で

は
、

前
節
に

お
い

て

『

釈
義
』

と

『

疏
』

と
が

住
心

品
に
お
い

て

も
、

或
い

は

管
見
の

限

り
住
心
品
以

降
、

世
間
成
就
品

以

前
に

お
い

て

も
、

同

系
統
と

確
認
さ
れ

る

た

め
、

先

ず
は
こ

の

二

文
献
で
の

差
異
を

確
認

し
、

続
い

て

『

釈
義
』

と

『

義
釈
』

と

の

異
同

、

及
び

両

文
献
の

前
後

関
係
を
考
察
し
て

い

く
。

　

は

じ

め

に
、

『

釈

義
」

と

『

疏
』

と

の

前

後
関

係
を

考
察
す
る

。

『

大

日

経
』

の

註
釈

書
、

特
に

秘
密
漫

荼
羅
品
以
降
に

、

諸
本
共
通
し

て

多

く
の

未

再
治
の

経

文
が
あ
る

こ

と

は
、

周
知
の

事
実
と

な
っ

て

い

る
。

そ
こ

で

こ

の

事
実
に

着
目
し

、

分
析

す
る

こ

と

に

よ
り

、

諸
本
の

前
後

関
係
を
明
ら
か

に

し

て

い

く
。

先
ず
取
り
上

げ
る
の

は
、

『

釈

義
』

に

経

文
が
引
用
さ
れ
る
こ

と

は

な

く
、

『

疏
』

で
は

そ
れ

が

補
嗔
さ
れ

て

い

る

場
合
で

あ
る

。

当
該
の

実
例

は
、

考
察
該
当
箇

所
に

お
い

て

七

箇

所
で

確
認
さ
れ

る
。

一

例
を

挙
げ
れ

ば
、

次
の

通
り
で

あ
る

。

漢
訳
『

大
日
経
』

の

註
釈
書
成
立
に

関

す
る
皿
、

二

の

問

題
（
真
　
野）

『

釈
義
』

ナ
シ

『

疏
』

中
置
字
句
等
而
想
浄
其

命
。

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
ハ
めり

『

大
日

経
』

中
置
字
句
等

。

而
想
浄
其
命

。

　
つ

ま

り
、

『

釈
義
』

で

は

註
釈
文
か

ら

文
章
が
始
ま

る

訳
で

あ
り

、

そ

も
そ
も

何
れ
の

経
文
に

対
す
る

註
釈
な
の

か
、

不
明
瞭
で

あ
る
こ

と

は

言
う
ま
で

も
な
い

。

続
い

て
、

『

釈
義
』

と

『

疏
』

と
で

、

そ
れ

ぞ

れ

掲

載
す
る

経
文
が

異
な
る

事
例
で

あ
る

。

『

釈
義
』

得
観
察
一

切

願
、

満
足
三

世
無
量

法
門
決
定
智

。

満
足

故
法
句
説

者

『

疏
』

復
観
諸
大
衆
会

、

為
欲

満
足
一

切
願
故

。

復
説
三

世
無
量

法
門
決
定
智

円
満
法
句
者

『

大
日

経
』

復
観
諸
大
衆
会

。

為
欲
満
足
一

切
願
故

。

復
説
三

世
無
量
門

決
定

　

　

　
　
の　

智
円

満
法
句

　

こ

こ

で

は

単
に

異
な

る

経
文
が

引
用
さ
れ
て
い

る

と
い

う
訳
で

は

な

い
。

右
記
の

文
章
か

ら

言
え
る

の

は
、

『

釈
義
』

で

は

現
行
の

『

大
日

経
』

成
立
以

前
の

漢

訳
経
文

、

す
な

わ

ち
、

潤
文
の

施
さ

れ

て

い

な
い

経
文

が

記
載
さ

れ

て

い

る

と

見
る
の

が

合
理
的
で

あ
り、

そ
こ

に

両
文
献
の

前

後
関
係
が

明
瞭
と
な

る

の

で

あ
る

。

こ

の

よ

う
な
性
質
の

事
例
は

、

二

十

箇
程
確
認
さ

れ
、

一

連
の

異
同
の

中
で

最
多
と

な
っ

て
い

る
。

以

上

の

問
題
の

類
型
で

、

数
は

少
な
い

が
、

註
釈
書
内
の

経
文
に

お
い

て
、

再

治
・

未
再

治
に
は

分
類
さ
れ
な
い

、

単
な

る

文

章
の

混
乱
と

見
倣
す

べ

き
も
の

も
あ
る

。
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漢
訳
『

大

日
経
』

の

註
釈
書
成
立
に

関
す
る
一
、

二

の

問
題

（

真
　
野）

『

釈
義
』

作
一

落
叉
…

…

善
住
菩
提
心
者

。

『

疏
』

善
住
一

落
叉
…

…

初
字
菩
提
心
者

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
の　

「

大
日
経
』

善
住
一

洛
叉

。

初
字
菩
提
心

者
。

　

再
度
『

大
日
経
』

で

の

経
文
と

並
行
し

て

勘
案
す
れ

ば
、

『

釈
義
』

の

文
言

、

特
に

「

作
一

落
叉

。

」

は
、

雑
駁
な

文
章
と

評
価
せ

ざ

る

を

得
な

い
。

斯
様
な
混
乱
の

原
因
を

解
明
す

る
こ

と
は

不
可
能
で

あ
る

が
、

相

違
の

性
質
上

、

講
経

、

或
い

は

註
釈
書
の

著
述
に

お
い

て
、

訳
語
宝

月

の

翻
訳
を

、

一

行
が

私
見
を

挟
む
こ

と

な

く
書
写
し

た

結
果
と

考
え
る

こ

と
も

、

見
当
外
れ
と

は

言
い

難
い

。

　
さ

て
、

「

釈
義
』

と

『

義
釈
』

と
の

関
係
に

立

ち
戻
れ
ば

、

こ

こ

に

も

類
例
が

見

出
さ

れ

る
。

そ

こ

で

考
察
の

便
宜
上

、

既

述

の

『

釈

義
』

・

『

疏
』

で

比

較
し

た

文
章
に

相
当
す
る

も
の

を
検
討
す
る

。

は

じ
め

に
、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
〔
21
）

現
行
経
文
の

「

中
置
字
句
等

。

而
想
浄
其
命

。

」

に

係
わ
る

『

義
釈
』

の

は
、

「

疏
』

と

同
様
に

経
文
が

補
わ

れ
て

い

る

こ

と

が

確
認
さ
れ
る

。

ま

た
、

『

大
日

経
』

で

「

復
観
諸
大
衆
会

。

為
欲
満
足
一

切
願
故

。

復
説
三

　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
22）

世
無
量
門
決
定
智
円

満
法
句

。

」

と
し
、

『

釈
義
』

で

「

得
観
察
一

切
願

、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
（
23
）

満
足
三

世
無
量
法
門
決
定
智

。

満
足
故
法
句
説
者

。

」

と
さ
れ

る

引
用
経

文
は

、

『

義
釈
』

に

あ
っ

て

は

「

爾
時
世

尊
以

遡
髑

、

復
観
諸
大

衆
会

、

知
已

　
牢
深、

堪
持
大

法、

満
一

切
願
故

、

復
説
三

世

無
量
門

　

　
　
　

　
　
（
24
）

決
定

智
円

満
法

句
。

」

で

あ

り
、

現
行
の

経
文
と

異
な

る

文

章
で

あ
る

が
、

傍
線
を

付
し

た

部
分
を
除

外
す

る

と
、

内
容
上

の

大
差
は

認
め

ら

れ

な
い

。

　
右
を
包
括
的
に

評
価
す
れ

ば
、

や
は

り
、

『

釈
義
』

は

『

疏
』

や

『

義

釈
』

に

先
ん

じ

て

成
立

し
た

文
献
と

位
置
づ

け

る
べ

き
と
な

ろ

う
。

ま

た
、

『

釈
義
』

に

『

大
日
経
』

の

経
文
が

引
用
さ

れ
る

に

当
た
っ

て

は
、

し

ば

し

ば

大
正

蔵
『

大
日

経
』

の

経
文
と

異
な

る

た

め
、

前

節
で

の

考

察
を
踏
ま
え
れ
ば

、

『

釈
義
』

は

最
初
の

講
経
の

筆
記
で

あ
っ

た

と
見
倣

せ

る
の

で

あ
る

。

五

　
小
結

　
小
稿
は

、

書
誌
情
報
の

明
ら

か

な
『

釈
義
』

と
『

義
釈
』

と

を
中
心

に

検
討
し

た
。

ま

ず
、

住
心
品
を

検
討
し
た

こ

と
に

よ
っ

て
、

『

釈
義
』

と

『

疏
』

の

文
言
の

類
似
が

多
く

、

ま
た

、

共
通
し

て

『

義
釈
』

と

は

異
な

る

文
章
で

あ
る

こ

と

が

確
認
さ
れ
た

。

し
た

が
っ

て
、

『

釈
義
』

と

『

疏
』

が

同
系
統
に

位
置
づ

け
る
こ

と

が

合
理

的
と

な
る

と

判
断
し
た

。

ま

た
、

『

釈
義
』

と

『

義
釈
』

に

お
い

て
、

と

も
に

読
解
に

困
難
な

文
章

が

認
め

ら

れ

た

の

で

あ

り
、

そ

の

示
唆
す
る

と
こ

ろ

は
、

住
心
品
に

お

い

て

『

釈
義
』

と

『

義
釈
』

の

成
立

関
係
を
明
示

す
る

こ

と

は

で

き
な

い

も
の

の
、

一

行
に

よ

る

註
釈
書
の

作
成
に

、

二

度
の

機
会
が

存
し

た

の

で

は

な
い

か

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

そ
こ

で
、

文

献
成
立

の

前
後

関

係
を
分
析
す
る

た

め

『

釈
義
』

・
『

疏
』

と

『

義
釈
』

か

ら
、

世
間
成

就

品
と

悉
地
出
現
品
の

途
中

迄
に

示
さ

れ

る

引

用

経
文
か
ら

、

現
行
の

大

正

蔵
『

大
日

経
』

の

そ
れ

と

比
較

検
討
し

た
。

そ
の

結
果

、

『

釈
義
』

の

引
用
経
文
に

は
、

文
法
上

の

問
題
に

基
づ

い

た
、

解
読
に

困

難
な

文
章
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が

多
出

す
る

た

め
、

小

稿
は

『

釈
義
』

を
も
っ

て
、

日

経
』

の

註
釈
書
と

見
做
す
べ

き
と
考
え

る
。

最
古
の

漢
訳

『

大

1
　
先
行
研
究
に、

長

部
和
雄
『

一

行
禅
師
の

研
究
』

、

清
水
明
澄
「

『

大
日

　
経
』

の

注
釈
書
の

書
誌
学
的
研
究
」

、

同
「

唐
土

に

お
け
る

『

大
日

経
』

注

　
釈
書
の

研
究
」

が

あ
る

。

ま
た
、

小
稿
が

依
っ

た

『

続
天
全
』

に

関

す
る

も

　
の

に

清
田

寂
雲

「

大
日

経
義
釈
の

校
合
を
終
わ
っ

て
」

が

あ
る

。

な
お、

諸

　
写
本
の

閲
覧
に

あ
た

り
、

天

台
宗
典
編
纂
所
の

藤
平
寛
田

氏
、

仁
和
寺
管
財

　
課
の

朝
川
美
幸
氏

、

青
蓮
院
の

東
伏
見
光
晋
氏
の

お

世
話
に

な
っ

た
。

2
　
先
行
研
究
の

多
く
が

、

最
古
の

註
釈
書
に

『

義
釈
』

の

原

型
と
い

う
存
在

　
し

な
い

文
献
を

想
定
し
て

い

る
。

3
　
続
天

全、

密
教
1

：
−

下
。

4
　
続
蔵
一

−
三
亠

ハ

・

二

七

丁
右

。

5
　
大
正
五
一
・

七
八

六
頁
下

。

6
　
七

巻
『

釈
義
』

と
十
四

巻
『

義
釈
』

の

配

巻
は

、

『

義
釈
』

の

奇
数
巻
冒

　
頭
で
一

致
す
る

。

つ

ま
り

『

釈
義』

は

『

義
釈
』

を

合

じ、

或
い

は

『

義

　
釈
』

が

『

釈
義
』

を
開
い

た

文
献
で

あ
る

と

言
え
る

。

7
　
続
天

全
、

密
教
1
・
一

七

頁
下

。

8
　
続
天

全
、

密
教
1
・

二

〇

頁
上

。

9
　
続
天

全
、

密
教
1
・
一

三

頁
下

。

10
　
続
天

全、

密
教
1
・

三

頁
上

。

11
　
続
天

全、

密
教
1
・

一

二

頁
上

。

12
　
続
天

全、

密
教
1
・

一

〇

頁
上

。

13
　
大
正
二

五
・

＝
二

八

頁
上

。

14
　
続
天

全、

密
教
1
・

＝
ハ

頁
上

。

15
　
続
天

全
、

密
教
1
・
一

八
頁

下
。

漢
訳

『

大
日

経
』

の

註
釈
書
成
立
に

関

す
る
一

、

二

の

問
題
（

真
　
野）
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長

部
和
雄
『

一

行
禅
師
の

研
究
』

二

〇

〜
二

四

頁
参
照

。

船
山

徹
『

仏
典
は
ど

う
漢
訳
さ

れ
た
の

か
』

五

六

頁
参
照

。

続
天

全
、

密
教
1
・

三

六
〇

頁
下

、

大
正
一

八
・
一

七

頁
下

。

続
天

全
、

密
教
1
・

三

七
九

頁
下

、

大
正
】

八
・
一

七

頁
下

。

続
天

全
、

密
教
1
・

三
五
三

頁
下、

大
正
一

八
・
一

七

頁
中

。

大
正
一

八
・
一

七

頁
下

。

大
正
一

八
・
一

七

頁
下

。

続
天
全

、

密
教
1
・

三
七

九
頁

下
。

続
天
全

、

密
教
1
・

三
七

九
頁
下

。

〈

参
考
文
献
V

長

部
和
雄
『

一

行
禅
師
の

研
究
』

（
神
戸
商
科
大
学

学
術
研
究
会、

一

九

六
三
）

清
田

寂
雲
「

大
日
経

義
釈
の

校
合
を
終
わ

っ

て
」

（

『

仏
教
文
化
の

展
開
』

山

喜

　
房
仏
書
林、

一

九
九
四

、

二

三

三

〜
二

五

〇

頁
）

清
水

明

澄
「

『

大
日

経
』

の

注
釈

書
の

書
誌

学

的

研
究
」

（

『

密
教

文

化
』

　一

＝

九

号、

二

〇

〇

七
、

二

五
〜
三

九

頁
）

清

水
明
澄
「

唐
土
に

お

け

る

『

大

日

経
』

注
釈
書
の

研
究
」

（
『

密

教
文
化
』

　
二

二
一

号
、

二

〇

〇

入
、

四
九
〜

七
二

頁
）

船
山

徹
『

仏
典
は
ど

う
漢
訳
さ
れ
た
の

か
』

（

岩
波
書
店

、

二

〇

＝
二
）

〈

キ
ー
ワ

ー

ド
〉

　
『

大
日

経
釈
義
』

、

『

大
日

経
義
釈
』

、

『

大
日

経
疏
』

　
（

早
稲
田

大
学
非
常
勤
講

師
・
勺

巳
））
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